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白
門
四
八
会
第
十
三
回
総
会
・
懇
親
会
が
、
二
〇
一
一
年
六
月
十
一
日（
土
） 

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
会
員
三
十
六
名
が
参
加
。
ま

た
、
来
賓
と
し
て
、
大
学
か
ら
久
野
修
慈
中
央
大
学
理
事
長
・
中
央
大
学
学
員

会
会
長
、
同
期
会
支
部
か
ら
は
、
室
勝
弘
白
門
四
五
会
会
長
、
増
田
晃
次
郎
白

門
四
六
会
会
長
、
権
守
隆
男
白
門
五
三
会
幹
事
長
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。
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第
13
回
総
会
報
告

　

総
会
で
は
以
下
の
各
議
案
が
提
案

さ
れ
た
。

■
一
号
議
案
　
二
〇
一
〇
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
に
つ
い
て

　

事
業
報
告
は
石
坂
幹
事
長
か
ら
、

決
算
報
告
は
国
領
会
計
監
査
か
ら
、

監
査
報
告
は
飯
塚
会
計
監
査
か
ら
行

わ
れ
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。（
決
算
報
告
は
別
掲
参
照
）

■
二
号
議
案
　
二
〇
一
一
年
度
事
業

計
画（
案
）に
つ
い
て

■
三
号
議
案
　
二
〇
一
一
年
度
予
算

（
案
）に
つ
い
て

　

一
括
し
て
石
坂
幹
事
長
か
ら
提
案

さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。（
予

算
は
掲
載
省
略
）

■
四
号
議
案
　
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
の
改
選
に
つ
い
て

　

佐
藤
会
長
か
ら
、
幹
事
以
外
の
役

員
は
会
則
に
よ
り
二
年
任
期
で
約
半

数
が
交
代
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

今
年
は
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
改
選

年
と
な
っ
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ

た
。
引
き
続
き
、
議
長
が
改
選
役
員

の
立
候
補
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
立

候
補
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
佐
藤

会
長
か
ら
、
別
紙
の
通
り
改
選
と
な

る
役
員
を
推
薦
し
た
い
と
の
提
案
が

あ
り
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

（
二
〇
一
一
年
度
役
員
一
覧
は
別
掲

参
照
）

■
五
号
議
案
　
会
則
改
正
に
つ
い
て

（
賞
罰
規
定
の
新
設
）

　

佐
藤
会
長
か
ら
、
白
門
四
八
会
の

名
誉
と
品
位
を
常
に
維
持
す
る
た
め

の
賞
罰
規
定
を
会
則
に
追
加
し
た
い

旨
の
提
案
が
あ
り
、
提
案
通
り
会
則

を
改
正
す
る
こ
と
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

■
六
号
議
案
　
東
日
本
大
震
災
義
援

金
に
つ
い
て

　

佐
藤
会
長
か
ら
、
未
曾
有
の
大
震

災
の
中
で
現
地
の
学
員
、
学
生
、
ご

父
母
な
ど
の
中
央
大
学
関
係
者
の
多

く
も
被
災
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

白
門
四
八
会
と
し
て
被
災
者
支
援
の

た
め
に
義
援
金
を
募
集
し
た
い
こ
と
、

そ
の
一
環
と
し
て
今
回
の
総
会
・
懇

親
会
の
参
加
会
費
の
中
か
ら
、
一
人

二
千
円
を
義
援
金
に
充
て
た
い
と
の

提
案
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。
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小
田
眞
一
氏
を
新
会
長
に
選
任

挨拶に立つ佐藤会長

石坂幹事長による事業報告
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音
研
学
生
の
生
演
奏
の
も
と
︑に
ぎ
や
か
に
懇
親
会
　

引
き
続
き
懇
親
会
で
は
、
久
野

修
慈
中
央
大
学
理
事
長
・
中
央
大

学
学
員
会
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ

り
、
一
二
五
周
年
募
金
に
つ
い
て
、

一
三
、一
二
七
、〇
〇
〇
円
と
い
う
年

次
支
部
で
は
突
出
し
た
成
果
を
あ
げ

た
白
門
四
八
会
へ
の
賛
辞
と
謝
意
が

述
べ
ら
れ
た
。
室
勝
弘
白
門
45
会
会

長
の
乾
杯
の
音
頭
に
続
き
、
懇
親
会

に
入
り
、
音
楽
研
究
会
管
弦
楽
学
部

学
生
五
人
の
生
演
奏
の
も
と
、
高
層

ホ
テ
ル
か
ら
の
都
心
の
夜
景
を
堪
能

し
な
が
ら
、来
賓
の
あ
い
さ
つ
、初
参

加
者
の
紹
介
や
恒
例
の
抽
選
会
が
あ

り
、「
白
門
四
八
会
合
唱
団
」
を
指
導

し
て
お
ら
れ
る
河
口
三
千
代
先
生
の

指
揮
の
も
と「
サ
ラ
イ
」と「
翼
を
く

だ
さ
い
」
を
全
員
で
熱
唱
。
最
後
は

生
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
校
歌
、
惜
別
の

歌
を
大
合
唱
し
、「
フ
レ
ー
フ
レ
ー

中
央
」を
行
っ
て
お
開
き
と
し
た
。

　

二
次
会
（
反
省
会
）
も
同
ホ
テ
ル

の
別
室
で
行
わ
れ
多
く
の
参
加
者
が

そ
の
ま
ま
参
加
し
た
。

平成23年度　白門48会役員
会 長 小田　眞一（商学部） 新任2013年3月31日まで
副 会 長 森田　秀樹（法学部） 新任2013年3月31日まで（会員増強担当、九州支部活性化担当）

新倉　利明（経済学部）新任2013年3月31日まで（会長代行、関西支部活性化担当）
井沢　和夫（商学部） 新任2013年3月31日まで（渉外担当、箱根駅伝応援担当）
小野塚喜代一（理工学部）2012年3月31日まで（同好会活動担当）
藤野美知子（文学部） 2012年3月31日まで（東日本大震災義援金担当、東北支部活性化担当）

幹 事 長 横田　利久（商学部） 新任2013年3月31日まで
副幹事長 長谷川孝雄（理工学部）事業部会・事務局担当　再任2013年3月31日まで

佐藤　　豊（経済学部）会計部会担当　新任2013年3月31日まで
榎本　真一（文学部） 広報部会担当　新任2013年3月31日まで

担当幹事 堀井　　勉（理工学部）箱根駅伝渉外担当委員長
佐藤　愛子（文学部） 学員会担当委員長
三森　孝悦（理工学部）総会実行委員長
石坂　　隆（法学部） ホームページ担当委員長

地方支部 黒羽　一記（文学部） 関西支部長　再任2013年3月31日まで
三澤　壯義（商学部） 東北支部長　2012年3月31日まで
橋本　　博（経済学部）九州支部長　再任2013年3月31日まで

会計監査 飯塚　恭子（文学部） 2012年3月31日まで
国領　義男（経済学部）2012年3月31日まで

乾杯

惜別の歌の大合唱

管弦楽の
生演奏 ▼

平成22年度　白門48会決算
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会
長
就
任
に
当
た
っ
て

皆
さ
ん
が
主
役
の�

�

四
八
会

　

こ
の
た
び
、
白
門
四
八
会
総
会
で

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
小
田
で
す
。

　

前
期
ま
で
、
会
長
を
務
め
ら
れ
た

佐
藤
さ
ん
を
は
じ
め
、
執
行
部
を
運

営
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。
昨
年
は
、
中
央
大
学
創

立
一
二
五
周
年
記
念
式
典
が
催
さ
れ

る
な
ど
、
非
常
に
重
要
な
年
で
し
た

が
、
十
分
に
任
務
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

前
執
行
部
に
お
い
て
は
、
中
央
大

学
一
二
五
周
年
記
念
式
典
に
向
け
、

累
計
一
、二
五
〇
万
円
の
募
金
達
成

が
大
き
な
課
題
で
し
た
が
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
賛
同
を
得
て
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
に
な
っ
て
か
ら
は
、
佐

藤
会
長
よ
り
、
三
月
の
東
北
大
震
災

で
被
災
さ
れ
た
学
生
や
学
員
を
支
援

し
よ
う
と
の
提
案
が
あ
り
、
幹
事
会

で
決
定
し
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
ま
で
に
五
〇
数
万
円
の
募
金
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
熱
い
気
持

ち
の
表
れ
と
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
三
月
に
東
北
地
方
で
Ｍ
９
の

大
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
の
大
災

害
が
次
々
に
発
生
し
、
被
災
地
の
皆

さ
ま
に
は
大
変
な
事
態
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
友
人
や
知
人
の
な
か

に
は
、
親
族
の
方
を
亡
く
さ
れ
た
り
、

自
宅
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
で
、
日
本
人
の
遵
法

精
神
や
助
け
合
い
、
分
か
ち
合
い
の

精
神
が
世
界
か
ら
注
目
を
集
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
海
外
か
ら
の
報

道
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
忘
れ

か
け
て
い
た
こ
と
や
当
た
り
前
と

思
っ
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認

識
し
、
日
本
人
に
生
ま
れ
て
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
日
本
人
と
し
て
尊
厳
を

持
ち
、
苦
し
さ
を
分
か
ち
合
い
、
み

ん
な
で
助
け
合
い
、
感
謝
の
気
持
ち

を
い
つ
も
持
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

先
日
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
が
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝
し
ま
し
た

が
、
選
手
は
負
け
て
い
て
も
、
最
後

ま
で
決
し
て
あ
き
ら
め
ず
に
戦
い
、

最
終
的
に
は
勝
利
し
ま
し
た
。
試
合

の
都
度
、
世
界
に
向
け
「
大
震
災
で

の
世
界
の
皆
さ
ま
か
ら
の
支
援
に

感
謝
」
の
横
断
幕
を
持
っ
て
一
礼
し
、

日
本
の
代
表
と
し
て
、
国
民
全
員
の

気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
し
た
。
選
手

が
み
ん
な
で
考
え
た
こ
と
と
の
こ
と

で
す
が
、
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
謙
虚
さ
や
感

謝
の
気
持
ち
が
、
結
果
的
に
優
勝
に

つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
期
の
行
事
を
振
り
か

え
っ
て
み
ま
し
た
ら
、
四
月
の
花
見

を
は
じ
め
、
春
秋
の
大
学
野
球
応
援
、

七
月
の
花
火
や
ボ
ー
ト
部
応
援
、
夏

の
合
唱
団
軽
井
沢
合
宿
、
十
月
の
出

雲
駅
伝
応
援
、
十
一
月
の
全
日
本
学

生
駅
伝
（
伊
勢
）
応
援
、
十
二
月
初

め
の
箱
根
横
断
幕
設
置
忘
年
会
、
同

月
下
旬
の
江
戸
文
化
徘
徊
の
会
、
暮

れ
の
第
九
や
中
大
音
研
の
コ
ン
サ
ー

ト
鑑
賞
、
正
月
の
箱
根
駅
伝
応
援
、

新
年
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

　

今
年
は
、
三
月
の
花
見
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
五
月
に
は
東
北
の

皆
さ
ま
へ
の
お
見
舞
い
ツ
ア
ー
や
、

箱
根
ハ
イ
キ
ン
グ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
月
に
は
、
付
属
と
な
っ
た
横
浜
山

手
中
学
・
高
校
周
辺
を
散
策
す
る
企

画
が
あ
り
、
十
月
に
は
、
恒
例
の
出

雲
大
学
駅
伝
応
援（
萩
・
津
和
野
経

由
）
や
温
泉
＆
ハ
イ
キ
ン
グ
、
十
一

月
に
は
、
全
日
本
大
学
駅
伝（
伊
勢
）

応
援
ツ
ア
ー
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
会
員
だ
け
で
懇

親
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
家
族
や

他
の
年
次
の
学
員
や
友
人
も
積
極
的

に
お
誘
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

ま
た
、
白
門
四
八
会
と
し
て
、
大
学

へ
の
貢
献
や
後
輩
た
ち
へ
の
助
力
も

念
頭
に
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

白
門
四
八
会
は
、
皆
さ
ん
が
主
役

で
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
提
案

し
て
い
た
だ
き
、
執
行
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
で
誘
い
あ
っ
て
、

多
数
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
気
楽
で
、
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
会
を
運
営
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
会
長
就
任
に
当
た
っ
て

貴
重
な�

　

同
級
生
の
気
楽
さ

　

初
め
て
会
報
に
投
稿
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

私
が
四
八
会
活
動
に
初
参
加
し
た

の
は
三
年
半
程
前
、
大
平
台
で
箱
根

駅
伝
応
援
を
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
し
た

時
で
す
が
、
昨
年
度
か
ら
は
、
色
々

な
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

四
月
筑
波
公
園
で
の
お
花
見
、
七

月
暑
気
払
い
、
八
月
戸
田
花
火
大
会

や
、
十
一
月
に
は
泊
り
で
伊
勢
で
の

全
日
本
大
学
駅
伝
応
援
に
も
行
き
ま

し
た
。
以
前
か
ら
念
願
の
伊
勢
神
宮

参
拝
も
出
来
ま
し
た
し
、
応
援
場

所
で
は
四
八
会
仲
間
や
地
元
の
中

央
大
学
Ｏ
Ｂ
達
と
一
緒
に
な
っ
て

熱
き
〈
中
央
コ
ー
ル
〉
し
た
の
も
大

変
感
慨
深
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

十
二
月
に
は
江
戸
文
化
徘
徊
同
好
会

で
の
六
義
園
は
じ
め
と
す
る
都
内
公

園
め
ぐ
り
、
年
明
け
二
月
福
島
雪
深

い
円
蔵
寺
で
の
還
暦
祈
祷
、
三
月

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
同
好
会
の
ワ
イ
ン

試
飲
会
や
、
数
回
の
幹
事
会
へ
の
参

加
な
ど
大
変
多
く
の
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
他
の
白
門
会
に
は
、

い
く
つ
か
入
っ
て
い
て
、
そ
れ
な
り

に
楽
し
い
の
で
す
が
、
年
齢
構
成
が

バ
ラ
バ
ラ
な
の
で
、
四
八
会
の
よ
う

に
同
級
生
と
い
う
こ
と
で
気
楽
に
話

や
活
動
が
で
き
る
会
の
存
在
は
貴
重

で
す
。

　

六
〇
歳
の
節
目
を
迎
え
、
仕
事
は

ほ
ど
ほ
ど
に
、
充
実
し
た
私
生
活
を

送
る
た
め
に
も
四
八
会
活
動
に
参
加

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
六
月
の
総
会
に
お
き
ま
し

て
副
会
長
と
い
う
重
責
を
お
引
き
受

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、当
会
の
発
展
・

充
実
の
た
め
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
共
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

小田　眞一
（商学部）

森田　秀樹
（法学部）

白門48会会長
中央大学商議員

小　田　眞　一

〒178‒0063
東京都練馬区東大泉2‒5‒1‒407
090‒6469‒7737
mail:si-ma1982@excite.co.jp
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東
北
支
部

東
日
本
大
震
災
を

�

体
験
し
て　

支
部
長
　
三
澤
　
壯
義

（
商
学
部
）

　

今
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
六

分
、
大
地
震
と
大
津
波
が
東
日
本
を

襲
い
ま
し
た
。
大
津
波
は
、
東
北
の

沿
岸
五
五
〇
㎞
に
亘
る
各
市
町
村
に

壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
平
安
時
代
の
貞
観
津
波
以
来
、

一
一
〇
〇
年
ぶ
り
の
大
津
波
で
仙
台

平
野
の
内
陸
五
㎞
ま
で
達
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
新
幹
線
で
東
京
か
ら
仙
台

に
帰
る
途
中
で
し
た
。
新
白
河
付
近

を
時
速
二
七
五
㎞
で
走
っ
て
い
る
時

で
し
た
。
地
震
が
起
き
る
前
に
緊
急

停
止
装
置
に
よ
り
ス
ピ
ー
ド
を
下
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
脱
線

を
免
れ
ま
し
た
。

　

何
が
起
き
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
座
席
の
後
ろ
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
人

が
、「
宮
城
県
続
い
て
茨
城
県
で
も

大
地
震
が
起
き
て
い
る
。
仙
台
平
野

は
、
海
み
た
い
に
な
っ
て
い
る
」
と

言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
九
九
％

の
確
率
で
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
た
宮

城
県
沖
地
震
が
、
と
う
と
う
起
き
て

し
ま
っ
た
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
翌

晩
、
仙
台
に
戻
り
ま
し
た
が
、
私
の

自
宅
は
コ
ッ
プ
一
個
の
被
害
で
済
み
、

八
階
建
の
ビ
ル
も
建
物
本
体
は
大
丈

夫
で
し
た
が
、
七
、八
階
に
あ
る
事

務
所
は
す
べ
て
の
書
類
棚
が
倒
れ
メ

チ
ャ
メ
チ
ャ
で
し
た
。
電
気
は
四
日

間
ぐ
ら
い
で
復
旧
し
ま
し
た
が
、
水

道
は
二
週
間
程
断
水
し
た
ま
ま
で
し

た
。

　

私
の
顧
問
先
の
被
害
は
、
津
波
に

よ
り
全
壊
が
一
一
件
、
半
壊
が
二
二

件
、
一
部
損
壊
が
三
三
件
で
、
気
仙

沼
の
歯
科
の
先
生
が
一
名
死
亡
さ
れ

ま
し
た
。
二
週
間
後
、
仙
台
平
野
か

ら
近
い
閖
上
漁
港
に
行
っ
て
み
ま
し

た
が
、
事
業
所
や
自
宅
の
建
物
と
い

う
建
物
が
す
べ
て
流
さ
れ
土
台
だ
け

が
残
っ
て
い
る
状
況
で
、
見
て
い
る

と
涙
が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
い
と
こ

が
住
ん
で
い
た
女
川
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。
海
抜
一
七
ｍ
の
高
台
に
あ
る

女
川
町
立
病
院
の
駐
車
場
に
、
町
内

を
走
っ
て
い
た
自
動
車
が
打
ち
上
げ

ら
れ
る
程
の
二
〇
ｍ
の
高
さ
に
達
す

る
巨
大
津
波
が
襲
っ
た
の
で
す
。
す

べ
て
の
も
の
が
破
壊
し
つ
く
さ
れ
町

に
は
、
が
れ
き
の
山
だ
け
が
残
っ
て

い
ま
し
た
。

　

沿
岸
部
の
市
町
村
で
は
、
職
場
の

事
業
所
が
流
さ
れ
失
業
し
て
し
ま
っ

た
人
が
、
約
一
一
万
人
も
い
ま
す
。

早
く
事
業
所
が
再
開
し
て
、
経
済
的

に
も
復
興
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
事
業
者

の
二
重
債
務
の
問
題
も
含
め
、
迅
速

な
国
の
復
興
支
援
が
望
ま
れ
ま
す
。

関
西
支
部

２
０
１
１
年
・
雑
感

支
部
長
　
黒
羽
　
一
記

（
文
学
部
）

　

二
〇
一
一
年
の
大
き
な
出
来
事
と

い
え
ば
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し

た
「
東
日
本
大
震
災
」
に
尽
き
ま
す
。

発
生
し
て
八
ケ
月
に
も
な
ろ
う
と
し

て
お
り
、
未
だ
被
災
地
で
は
、
震

災
の
傷
が
癒
え
ぬ
状
態
が
続
い
て

お
り
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う

ば
か
り
で
す
。
か
つ
て
関
西
に
お
い

て
、
一
九
九
五
年
に
阪
神
淡
路
大
震

災
が
発
生
し
、
私
も
当
時
大
阪
に
住

ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
、
震
災
の
悲

惨
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
お

り
、
神
戸
の
被
災
地
に
は
、
何
度
と

な
く
足
を
運
ん
だ
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
国
内
は
も

と
よ
り
世
界
各
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
馳
せ
参
じ
、
今
も
な
お

多
く
の
人
が
被
災
地
で
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
の
周
辺
に
も
、
阪
神
淡

路
大
震
災
で
助
け
て
も
ら
っ
た
の
だ

か
ら
、
今
回
は
東
北
に
行
く
の
だ
と

い
う
人
が
何
人
も
い
ま
し
た
。
私
自

身
、
今
回
の
震
災
へ
は
義
援
金
と
い

う
か
た
ち
で
し
か
力
に
な
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
そ

の
人
の
自
由
意
思
で
行
う
も
の
、
人

そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
う
る
範
囲
で
行
え

ば
い
い
、
お
金
の
あ
る
人
は
義
援
金
、

避難所でも明るく意気軒昴な三澤さん

モンゴルの首都ウランバートル郊外に広がるゲル集落

中央大学学員会 白門48会副会長
中大技術士会
株式会社総合環境計画（取締役）
認定NPO法人自然環境復元協会（理事）
いばらき・環境再生医の会（代表）

小野塚　喜代一
〒302‒0102
茨城県守谷市松前台7‒18‒11
TEL・FAX：0297‒45‒8457
e-mail：kiyono25@way.ocn.ne.jp
外出先：kiyoichi.onozuka@gmail.com
携　帯：090‒4377‒2511

白門48会副会長

井　沢　和　夫

〒245‒0013
横浜市泉区中田東4‒37‒26

白門48会幹事 総会実行委員長
温泉同好会代表

三　森　孝　悦

〒187‒0045
小平市学園西町2‒12‒26‒102
090‒1691‒5321
Email：mtaka1950@pc-space.com

白門48会副会長

藤　野　美和子

090‒2644‒9910
mail：cochikun.1951@docomo.ne.jp
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体
力
の
あ
る
人
は
被
災
地
で
の
手
伝

い
、
料
理
の
得
意
な
人
は
食
事
づ
く

り
と
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を

発
揮
し
て
役
に
立
つ
の
が
一
番
か
と

思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
十
数
年
前
か
ら
、
世
界

の
貧
困
児
童
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活

動
に
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
八
月
に

も
モ
ン
ゴ
ル
西
部
に
あ
る
ウ
ル
ギ
ー

と
い
う
と
こ
ろ
に
支
援
活
動
で
訪
問

し
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
で
、
地
元

の
子
供
た
ち
か
ら
「
地
震
は
大
丈
夫

か
？
」
と
心
配
の
声
を
掛
け
ら
れ
ま

し
た
。
支
援
に
行
っ
た
我
々
が
逆
に

子
供
た
ち
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
世
界
中

か
ら
「
日
本
頑
張
れ
！
」
の
エ
ー
ル

を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

九
州
支
部

設
立
し
て
三
年�

�

活
発
な
活
動　

支
部
長
　
橋
本
　
　
博

（
経
済
学
部
）

　

白
門
四
八
会
九
州
支
部
を

二
〇
〇
九
年
に
設
立
し
三
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
同
級
生
は
二
〇
一
一
年
三

月
に
定
年
退
職
者
と
し
て
社
会
生
活

を
終
え
た
者
が
多
く
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
四
年
二
月
、
ロ
ッ
ク
ア

ウ
ト
の
中
の
大
学
受
験
か
ら
入
学
式

も
な
い
ま
ま
の
授
業
再
開
、
学
園
紛

争
の
波
に
の
ま
れ
た
学
生
時
代
で
し

た
。
四
年
間
で
数
回
の
レ
ポ
ー
ト
試

験
で
し
た
が
、
無
事
卒
業
を
迎
え
た

日
の
喜
び
は
六
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
未

だ
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
人
脈
を
最
大
限
に

つ
か
い
探
し
た
就
職
先
、
多
く
の
思

い
出
を
残
し
た
中
央
大
学
お
茶
の
水

で
の
出
来
事
で
す
。

　

人
生
の
区
切
り
を
迎
え
、
大
学
で

の
出
来
事
は
我
が
青
春
そ
の
も
の
で

す
。
学
費
稼
ぎ
に
ア
ル
バ
イ
ト
、
ゼ

ミ
に
運
動
部
で
の
活
動
、
中
央
大
学

生
み
な
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
人

生
設
計
に
懸
命
に
挑
戦
し
て
い
た
、

振
り
返
れ
ば
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

私
も
同
様
、
教
育
公
務
員
高
校
教
員

を
三
月
三
十
一
日
無
事
勤
め
終
え
、

現
在
は
毎
日
の
ん
び
り
し
た
希
望
の

と
お
り
の
定
年
後
の
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　

九
州
白
門
四
八
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の

県
内
で
皆
さ
ん
が
大
活
躍
さ
れ
て
い

る
メ
ン
バ
ー
の
集
ま
り
で
も
あ
り
、

第
一
回
の
会
議
に
は
東
京
四
八
会
本

部
の
皆
さ
ん
の
度
肝
を
抜
く
集
合
体

に
九
州
男
児
の
心
意
気
が
十
二
分
に

伝
わ
っ
た
設
立
総
会
で
も
あ
り
ま
し

た
。
早
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

私
、
橋
本
が
在
住
し
て
い
ま
す
宮
崎

県
内
に
お
い
て
は
、
年
間
を
通
し
て

二
ヶ
月
に
一
回
の
飲
み
会
か
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催
し
、
四
八
会
の
懇
親

を
深
め
て
い
ま
す
。
県
内
一
〇
名
の

四
八
会
メ
ン
バ
ー
が
ど
れ
か
の
会
に

毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
硬
式
野
球
部
宮
崎
キ
ャ
ン

プ
の
際
に
は
東
京
四
八
会
有
志
の
み

な
さ
ん
と
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
懇
親
会
に

飛
び
入
り
参
加
し
た
り
、
活
動
は
活

発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
崎
白
門
四
八
会
会
員
は

ゴ
ル
フ
や
飲
み
会
の
際
に
は
四
五
会

～
五
〇
会
の
皆
さ
ん
に
声
を
掛
け
、

世
代
間
融
合
を
図
り
、
大
変
楽
し
く

第
二
の
中
央
大
学
白
門
会
の
青
春
を

謳
歌
し
て
い
ま
す
。

　

白
門
宮
崎
同
窓
会
の
祭
に
は
四
八

会
や
運
動
部
有
志
の
会
が
大
勢
参
加

し
て
盛
り
上
げ
の
協
力
を
惜
し
ま
ず

貴
重
な
年
代
四
八
会
の
活
動
を
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

老
い
て
ま
す
ま
す
の
世
界
に
は
ほ

ど
遠
く
、
九
州
四
八
会
は
先
日
、
日

本
学
生
陸
上
選
手
権
熊
本
大
会
に
宮

崎
江
藤
、
熊
本
宮
本
、
内
野
氏
が
駆

け
つ
け
大
声
援
を
送
り
、
優
勝
種
目

に
大
感
激
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
遠
く
東
京
よ
り
稲
岡
美
千
代

さ
ん
も
応
援
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
九
州
白
門
四
八
会

は
県
内
外
に
お
い
て
強
い
絆
に
結
ば

れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
各
県
内
に

お
い
て
皆
さ
ん
の
協
力
で
白
門
四
八

会
活
動
は
確
実
に
活
発
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
全
国
白
門
四
八
会
皆

さ
ま
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

2011年12月3～4日　箱根駅伝応援用 
 　横断幕設置
 　（兼忘年会）
2011年12月（日時未定）江戸文化徘徊会
2012年1月2～3日 箱根駅伝応援
 （箱根大平台）
2012年1月中旬 新年会
2012年2月3～4日 関西支部主催
 「冬の京都を歩く」
2012年3月12日 第90回幹事会
 （駿河台記念館）
2012年4月上旬 白門48会お花見会
2012年4月12日 第91回幹事会
 （駿河台記念館）
2012年5月11日 第92回幹事会
 （駿河台記念館）
2012年5月 ハイキング・温泉同好会
2012年6月16日 第14回総会・懇親会

※そのほか毎月定例
 白門48会合唱団練習会

今 後 の 行 事 予 定

10月23日に開催を予定していた 
第21回ホームカミングデーは、
東日本大震災の影響により中止
となりました。

白門48会幹事長

横　田　利　久

中央大学横浜山手中学校・高等学校

白門48会副幹事長

長谷川　孝　雄

〒335‒0022
戸田市上戸田5‒24‒3
080‒1168‒0036

白門48会副幹事長
東京都知事（7）第46068号
株式会社エスディック代表取締役

佐　藤　　　豊
〒150‒0051
東京都渋谷区千駄ヶ谷5‒16‒14
　ワコー代々木ビル5F
090‒3516‒2735
mail：sato@sdec-corporation.jp

白門48会副幹事長
なみきみち社　代表

榎　本　真　一

〒236‒0005
横浜市金沢区並木1‒17‒12‒1305
090‒3504‒0985
mail：kinatu.s@titan.ocn.ne.jp
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四
八
会
と
私藤

野
美
知
子

（
文
学
部
）

　

三
月
に
六
〇
歳
の
誕
生
日
と
退
職

を
迎
え
、
私
の
人
生
の
第
三
章
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
児
」「
女
タ
ー
ザ
ン
」
な
ど

と
言
わ
れ
、
丈
夫
だ
け
が
と
り
え
の

私
で
も
こ
の
一
年
は
ギ
ッ
ク
リ
腰
、

日
光
ア
レ
ル
ギ
ー
、
膀
胱
炎
、
高
血

圧
…
…
と
大
病
と
ま
で
は
い
か
な
い

な
が
ら
も
通
院
が
増
え
、
身
体
も
変

わ
っ
て
い
く
大
事
な
時
期
な
の
だ
と

感
じ
ま
す
。

　

仕
事
は
少
し
荷
が
重
か
っ
た
の
で

退
職
で
得
た
こ
の
解
放
感
は
何
も
の

に
も
替
え
難
く
嬉
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
二
十
二
年
間
渉
外
の
仕
事
を

こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

自
分
だ
け
で
な
く
、
家
族
が
健
康
で

あ
っ
た
こ
と
と
、
友
人
・
同
僚
を
は

じ
め
と
す
る
周
囲
の
温
か
い
励
ま
し

の
お
か
げ
で
あ
り
、
感
謝
し
て
も
し

き
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
毎
日
は
「
楽
し
く
生

き
よ
う
！
」
と
決
め
ま
し
た
。
悲
し

い
こ
と
や
辛
い
こ
と
は
人
並
み
に
経

験
し
て
き
ま
し
た
か
ら
。

　

太
極
拳
、
一
日
六
時
間
の
パ
ソ
コ

ン
講
習
、
四
八
会
の
ハ
イ
キ
ン
グ
等
、

新
し
く
プ
チ
挑
戦
も
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
四
八
会
と
の
出
合
い
は
、
会

の
立
ち
上
げ
準
備
段
階
で
、
前
会
長

の
佐
藤
愛
子
さ
ん
か
ら
の
誘
い
で
し

た
。
会
議
に
出
席
し
て
み
る
と
、
各

学
部
の
幹
事
の
方
々
の
活
発
な
発
言

や
、
議
長
の
横
田
さ
ん
の
進
め
方
に

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
感
じ
ま
し
た
。

　

職
場
の
緊
張
感
と
も
地
域
の
自
治

会
活
動
と
も
、
女
性
同
士
の
集
ま
り

と
も
違
う
、
昔
同
じ
時
代
に
同
じ
と

こ
ろ
に
い
た
の
だ
と
い
う
懐
か
し
さ

の
あ
る
新
鮮
さ
で
し
た
。
そ
の
知
的

刺
激
が
快
く
、
毎
月
十
二
日
（
四
た

す
八
）
に
は
横
浜
の
山
奥
か
ら
神
田

ま
で
通
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

私
自
身
は
企
画
力
も
事
務
能
力
も

な
い
の
で
、
出
版
社
を
営
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
同
級
の
榎
本
さ
ん
を

こ
の
会
に
お
誘
い
し
（
か
な
り
強
引

に
）、
要
職
に
つ
い
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
唯
一
の
貢
献
で
す
。

　

発
足
後
の
餃
子
の
宇
都
宮
行
、
大

学
構
内
へ
の
桜
の
植
樹
、
大
平
台
の

箱
根
駅
伝
応
援
等
、
楽
し
い
思
い
出

も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

仕
事
の
負
担
か
ら
し
ば
ら
く
参
加

で
き
ず
に
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
再

び
四
十
数
年
来
の
友
人
で
あ
る
愛
子

さ
ん
か
ら
声
が
か
か
り
、
定
期
的
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
か
ら
の
熱
い
メ
ン
バ
ー
に
加

え
、
続
々
と
各
々
の
世
界
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
素
敵
な
紳
士
が
増
え
て
い

て
、
役
員
さ
ん
の
ご
尽
力
ぶ
り
を
感

じ
ま
し
た
。

　

数
年
ぶ
り
に
同
好
会
の
行
事
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
初

対
面
で
も
安
心
し
て
お
話
し
で
き
る

の
が
こ
の
会
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

何
年
も
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
も
、
知

人
が
い
な
く
て
も
、
初
め
て
で
も
、

す
ぐ
に
溶
け
込
め
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
ぴ
り
で
も
興
味
を
も
た
れ

た
方
、
自
由
時
間
の
で
き
た
方
、
ど

う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
小
田
会

長
は
じ
め
、
四
八
会
の
ス
ー
パ
ー
レ

デ
ィ
佐
藤
愛
子
さ
ん
、
ほ
か
の
皆
さ

ん
も
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
み

ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。
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四
国
は
緑
の
ダ
イ
ア

高
木
　
英
一

（
商
学
部
）

　

四
国
高
松
在
住
の
高
木
で
す
。
遠

く
四
国
高
松
の
地
よ
り
近
況
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
経
験

を
経
て
三
三
歳
の
時
に
独
立
、
約

二
〇
年
の
会
社
経
営
（
今
は
妻
が
経

営
）
の
後
、
思
い
が
あ
っ
て
平
成

十
五
年
ふ
る
さ
と
牟
礼
町
の
町
長
選

挙
に
立
候
補
し
当
選
。
政
治
の
世
界

に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
が
大
変
で

高
松
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
議
会
で

二
度
否
決
さ
れ
、
町
長
を
辞
任
。
合

併
の
賛
否
を
問
う
町
長
選
挙
に
挑
戦

し
、
大
差
で
当
選
。
平
成
十
八
年
一

月
十
日
、
牟
礼
町
は
高
松
市
と
合
併

し
ま
し
た
。
合
併
新
法
下
初
の
合
併

で
し
た
。
合
併
を
軌
道
に
乗
せ
る
た

め
、
今
度
は
高
松
市
議
会
議
員
と
な

り
、
平
成
十
九
年
四
月
に
再
選
さ
れ
、

四
年
で
四
回
の
選
挙
を
戦
い
ま
し
た
。

　

市
議
時
代
の
五
年
二
カ
月
間
で
、

牟
礼
町
長
時
代
に
描
い
て
い
た
ま
ち

づ
く
り
の
思
い
が
ほ
ぼ
実
行
で
き
、

後
は
県
が
ら
み
の
仕
事
が
多
い
こ
と

か
ら
、
昨
年
十
一
月
末
香
川
県
議
会

議
員
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ
と
を
決

意
し
、
今
春
の
県
議
選
に
立
候
補
し

ま
し
た
。
結
果
は
香
川
白
門
会
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
得
て
、

高
松
選
挙
区
で
九
位
（
定
員
一
五
）

で
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
議
と
な
り
出
会
っ
た
言
葉
が

『
四
国
は
緑
の
ダ
イ
ア
』
で
す
。
源

平
合
戦
で
有
名
な
屋
島
か
ら
望
む
多

島
美
の
備
讃
瀬
戸
は
、
そ
の
美
し
さ

か
ら
昭
和
九
年
三
月
、
日
本
初
の
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
し
、
そ

の
瀬
戸
内
海
を
、
武
士
道
で
有
名
な

新
渡
戸
稲
造
は
「
瀬
戸
内
海
は
ま
さ

に
世
界
の
宝
石
な
り
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
朝
日
夕
陽
の
す
ば
ら
し
さ
の

み
な
ら
ず
、
サ
ン
ゴ
礁
・
ス
キ
ー
場
・

清
流
四
万
十
川
に
海
・
山
・
阿
波
踊

り
・
讃
岐
う
ど
ん
な
ど
、
四
国
に
は

多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

今
、
香
川
県
議
会
議
員
と
し
て
残

り
の
人
生
を
、
私
を
育
て
て
く
だ

さ
っ
た
ふ
る
さ
と
香
川
の
よ
り
一
層

の
活
性
化
、
引
い
て
は
四
国
を
は
じ

め
と
し
た
賑
わ
い
の
創
出
に
一
生
懸

命
汗
を
か
き
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち

に
負
担
を
か
け
な
い
社
会
づ
く
り
に

頑
張
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

四
八
会
の
皆
さ
ま
、
是
非
高
松
・

四
国
へ
ご
来
訪
く
だ
さ
い
。
歓
迎
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

白門48会幹事
箱根駅伝応援団員

水　野　勝　敏

〒233‒0016
横浜市港南区下永谷3‒53‒13

白門48会幹事
カラオケ・合唱同好会

坂　本　賢　一

〒337‒0052
さいたま市見沼区堀崎町1122‒2‒211
048‒683‒7595

議場前に立つ香川
県義の高木さん
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横
浜
山
手
の
丘
散
策
と�

横
浜
中
華
街
昼
食
会

榎
本
　
真
一

（
文
学
部
）

　

九
月
十
七
日
、「
中
大
横
浜
山
手

中
高
校
見
学
・
山
手
の
丘
散
策
と
横

浜
中
華
街
昼
食
会
」
と
い
う
長
い
名

前
の
四
八
会
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
合
場
所
の
Ｊ
Ｒ
石
川
町
駅
に
顔

を
そ
ろ
え
た
参
加
者
は
二
十
四
人
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
と
は
い
う
も
の
の

薄
く
な
っ
た
毛
髪
で
は
頭
皮
が
守
れ

な
い
ほ
ど
の
陽
光
の
下
、
ゼ
イ
ゼ
イ

い
い
な
が
ら
海
の
見
え
る
坂
道
を
登

り
ま
し
た
。

　

横
浜
山
手
は
散
策
路
に
洋
館
が
点

在
し
、
そ
の
う
ち
九
館
が
無
料
で
見

学
で
き
ま
す
。

　

わ
が
一
行
は
大
丸
谷
坂
か
ら
イ
タ

リ
ア
山
庭
園
へ
と
道
を
た
ど
り
ブ
ラ

フ
一
八
番
館
と
、
隣
接
す
る
外
交
官

の
家
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。「
ブ
ラ

フ
一
八
番
館
」
は
、
大
正
末
期
の
外

国
人
住
宅
、
カ
ト
リ
ッ
ク
山
手
教
会

司
祭
館
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建

物
で
す
。「
外
交
官
の
家
」
は
、
明

治
末
期
の
建
築
物
で
、
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
手
本
通
り
を
歩
い
て
カ
ト
リ
ッ

ク
山
手
教
会
へ
。
バ
ロ
ッ
ク
式
の
尖

塔
が
厳
か
な
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
教
会

で
す
が
、
中
で
は
結
婚
式
が
行
わ
れ

て
い
て
部
外
者
は
入
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

教
会
の
す
ぐ
前
に
あ
る
の
が
、
本

日
見
学
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
「
中
央
大
学

横
浜
山
手
中
学
校
・
高
等
学
校
」で
す
。

横
田
幹
事
長
が
奉
職
す
る
こ
の
新
し

い
付
属
校
を
幹
事
長
自
ら
が
案
内
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
ま
だ
女
子
中
・
高
で
、
生

徒
は
女
子
ば
か
り
。
お
じ
さ
ん
・
お

ば
さ
ん
の
集
団
を
恐
怖
の
こ
も
っ
た

眼
で
遠
巻
き
に
見
て
い
ま
し
た
。

　

教
育
熱
心
な
田
中
好
一
校
長
が
説

明
会
を
開
い
て
く
だ
さ
り
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
「
附
属
以
上
の
附
属
校

へ
。」
の
真
意
を
熱
弁
。「
皆
さ
ん
の

お
孫
さ
ん
を
当
校
へ
」
と
の
呼
び
か

け
に
歳
を
感
じ
る
一
同
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
さ
ら
に
山
手
本
通
り
を

散
策
、
ベ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
エ
リ

ス
マ
ン
邸
と
洋
館
見
学
の
は
し
ご
。

「
エ
リ
ス
マ
ン
邸
」
は
、
現
代
建
築

の
父
と
呼
ば
れ
る
Ａ
・
レ
イ
モ
ン
ド

の
設
計
。
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル

の「
ベ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」は
、
Ｊ
・

Ｈ
・
モ
ー
ガ
ン
の
設
計
で
す
。

　

さ
ら
に
一
行
は
外
国
人
墓
地
か
ら

「
港
の
見
え
る
丘
公
園
」
へ
と
歩
を

進
め
ま
し
た
。
丘
公
園
で
は
フ
ェ
リ

ス
女
学
院
職
員
の
小
松
田
会
員
が
仕

事
を
抜
け
出
し
て
一
時
合
流
、
参
加

者
が
二
十
五
人
に
な
り
ま
し
た
（
す

ぐ
に
職
場
復
帰
し
ま
し
た
が
）。

　

フ
ラ
ン
ス
山
を
下
れ
ば
元
町
。
谷

戸
橋
を
渡
っ
て
中
華
街
へ
向
か
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
中
華
料
理
嫌
い
の
新

倉
会
員
が
離
脱
。
残
っ
た
メ
ン
バ
ー

で
中
華
街
大
通
り
の「
同
發
本
館
」へ
。

店
の
前
に
で
き
た
行
列
を
尻
目
に
予

約
席
に
着
座
。
宴
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

昼
食
会
と
は
い
え
ビ
ー
ル
・
老
酒

を
ガ
ン
ガ
ン
。「
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

の
人
い
ま
せ
ん
か
」の
問
い
に
も「
い

ま
せ
～
ん
」
と
、
声
が
そ
ろ
い
ま
す
。

下
戸
が
ひ
と
り
も
い
な
い
集
団
っ
て

ち
ょ
っ
と
怖
い
。

　

午
後
の
陽
が
傾
く
こ
ろ
に
は
す
っ

か
り
出
来
上
が
っ
て
い
る
一
同
で
し

た
。

白門48会幹事
中央大学学員会東京江戸川区支部副支部長
小林国際交流研究所代表

小　林　　　裕

〒132‒0035
東京都江戸川区平井1‒17‒22
03‒3636‒1581

白門48会幹事
中央大学学員会東京江戸川区支部副幹事長
㈱ディスカバリー代表取締役

島　崎　　　修

〒101‒0064
東京都千代田区猿楽町1‒3‒5
03‒3295‒3060

白門48会幹事

鈴　木　　　茂

〒192‒0052
八王子市本郷町1‒10
090‒2675‒8390
mail：artshigeru@gmail.com

白門48会幹事

江　川　修　司

mail：y121@yomiss.co.jp

ブラフ18番館に立ち寄る一行

港の見える丘公園で小休止
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合
唱
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
温
泉�

グ
ル
メ
同
好
会
の
活
動
報
告

佐
藤
　
愛
子

（
文
学
部
）

　

合
唱
同
好
会
は
、
第
九
を
歌
う
合

唱
団
を
目
指
し
て
と
い
う
高
い
志
で

始
め
ま
し
た
が
、
理
想
は
ひ
と
ま
ず

置
い
て
「
ま
ず
は
歌
え
る
も
の
か
ら

ね
」
と
い
う
先
生
に
励
ま
さ
れ
、
発

声
練
習
か
ら
始
め
ま
し
た
。
発
声
か

ら
歌
唱
指
導
ま
で
忍
耐
強
い
ご
指
導

を
頂
い
て
早
三
年
。
今
で
は
挑
戦
曲

も
増
え
、
音
域
も
分
か
れ
て
歌
え
る

ほ
ど
上
達
し
て
き
ま
し
た
。

　

練
習
成
果
を
総
会
で
披
露
し
た
の

で
す
が
メ
ン
バ
ー
が
少
人
数
で
奥
ゆ

か
し
い
た
め
か
、
実
力
が
発
揮
で
き

ず
さ
ら
な
る
猛
特
訓
の
た
め
軽
井
沢

合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
合
宿
は
、
鮮

や
か
な
緑
の
木
立
、
爽
や
か
な
風
、

鳥
た
ち
の
合
唱
、
防
音
付
き
の
貸
し

切
り
コ
テ
ー
ジ
な
ど
の
素
晴
ら
し
い

環
境
の
中
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

補
給
し
、
ビ
ー
ル
で
喉
を
潤
し
て
準

備
が
整
い
、
ひ
と
た
び
マ
イ
ク
を
握

る
と
深
夜
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く

歌
の
競
演
が
続
き
、
歌
と
酒
に
酔
い

し
れ
な
が
ら
楽
し
い
軽
井
沢
の
夜
は

更
け
て
い
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
合

唱
課
題
曲
も
心
を
合
わ
せ
て
歌
い
こ

ん
だ
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

合
唱
団
は
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
必

要
で
す
。
気
楽
な
会
で
す
の
で
ご
一

緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

特
に

女
性
会
員
募
集
中
で
す
が
、
男
性
諸

氏
も
美
人
先
生
共
々
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
・
温
泉
同
好
会
は
五

月
末
に
箱
根
旧
道
散
策
ツ
ア
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。
箱
根
旧
街
道
ツ
ア
ー

は
畑
宿
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
別
名
箱

根
八
里
と
い
わ
れ
る
デ
コ
ボ
コ
し
て

ほ
歩
き
辛
い
石
畳
を
登
り
東
海
道
の

箱
根
宿
を
目
指
し
て
の
行
程
で
す
。

　

私
は
今
回
、
い
つ
で
も
リ
タ
イ
ア

出
来
る
初
心
者
向
き
と
の
小
野
塚
代

表
の
言
葉
に
つ
ら
れ
参
加
し
て
み
ま

し
た
が
、
急
な
石
畳
の
坂
は
登
り

切
っ
た
も
の
の
高
血
圧
・
寝
不
足
・

運
動
不
足
で
老
い
た
心
臓
が
耐
え
き

れ
ず
、
ま
さ
か
の
リ
タ
イ
ア
…
…
。

気
を
取
り
直
し
て
バ
ス
に
て
箱
根
関

所
跡
に
移
動
、
新
倉
氏
と
ハ
イ
キ
ン

グ
隊
を
待
受
け
再
合
流
。
リ
タ
イ

ア
で
気
落
ち
し
た
気
分
を
皆
さ
ん
が

優
し
く
気
遣
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
と
、

お
蕎
麦
屋
で
お
疲
れ
さ
ま
～
の
乾
杯

を
し
た
ら
元
気
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

箱
根
駅
伝
で
有
名
な
箱
根
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
行
き
館
長
さ
ん
か
ら
大
学

駅
伝
史
の
深
い
お
話
を
し
て
頂
い
た

後
、
芦
ノ
湖
を
遊
覧
船
で
縦
断
、
雨

模
様
で
眺
望
が
か
す
ん
だ
ロ
ー
プ
ウ

エ
ィ
に
乗
り
、
大
湧
谷
で
は
名
物
の

温
泉
黒
玉
子
を
頬
張
り
、
中
強
羅

の
ホ
テ
ル
ラ
フ
ォ
ー
レ
に
早
々
に

到
着
。
温
泉
で
汗
と
疲
れ
を
流
し

夕
食
の
ス
テ
ー
キ
・
ワ
イ
ン
で
少
し

リ
ッ
チ
な
気
分
に
浸
り
、
そ
の
晩
は

全
員
爆
睡
。

　

グ
ル
メ
同
好
会
と
し
て
は
、
翌
日

の
宮
ノ
下
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
特
別
に

女
性
二
人
だ
け
が
食
し
た
ス
テ
ー
キ

ラ
ン
チ
コ
ー
ス
料
理
が
大
満
足
で
し

た
。
ス
テ
ー
キ
の
柔
ら
か
さ
、
上
品

な
コ
ン
ソ
メ
、
充
分
に
煮
込
ま
れ
た

カ
レ
ーetc.

さ
す
が
老
舗
の
味
わ
い

は
絶
品
で
し
た
。

　

雨
行
程
で
し
た
が
見
応
え
の
あ
る

ピ
カ
ソ
記
念
館
に
も
立
ち
寄
り
、
内

容
の
濃
い
楽
し
い
二
日
間
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
参
加
し
や

す
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

合唱同好会の軽井沢合宿

　会員の皆様には「白門48会」の活動に格別のご高配を
いただき、厚くお礼申し上げます。おかげさまをもちま
して、白門48会は本年創立13年目を迎え、年間を通し
て全会員を対象にした各種同好会活動や定例懇親会活動
を柱に、楽しく活発な活動を展開しております。
　さて、会の財政運営は会員の皆様の会費によってまか
なわれております。
　会の円滑な運営のために、なにとぞ会費納入にご協力
くださるようお願い申し上げます。
　会則により会費は１年3,000円ですが下記のように「一
括納入割引」を実施しております。
　会費は、納入か否かにかかわらず、会員全員に会報 ・
ホームページ・各種案内の送付などに使用されています。
会費を原資に当会の運営がなされていることにご理解を
お願いいたします。
　厳しい経済情勢のおり誠に恐縮ですが、事情ご賢察の
上格段のご配慮をいただきたく何卒よろしくお願い申し
上げます。

納入の種類 会費の額 割引額
会費（2011年分） 3,000円 割引なし

会費（３年分一括納入）
（2011～2013年分） 8,000円 1,000円割引

会費（５年分一括納入）
（2011～2015年分） 12,000円 3,000円割引

　なお、銀行振込ご利用の場合は、下記までお振り込み
願います。

三井住友銀行阿佐ヶ谷支店普通預金「７４５９５５９」
口座名「白門48会　会計　佐藤　豊
 （ハクモンヨンハチカイ　カイケイ　サトウユタカ）」

会費納入についてのお願い

白門48会連絡先
　幹事長　横田利久（中央大学横浜山手中学高等学校）

rikyu@tamajs.chuo-u.ac.jp
TEL 045‒641‒0061　FAX 045‒651‒5124
〒231‒8650　横浜市中区山手町27

白門48会学員会担当委員長

佐　藤　愛　子

〒192‒0351
八王子市東中野228‒1101
090‒4098‒7379


